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  （百万円未満切捨て）

１．平成26年３月期の連結業績（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期 51,027 24.2 1,287 412.6 1,386 161.7 △1,105 － 

25年３月期 41,096 2.9 251 △56.2 530 23.2 224 － 
 
（注）包括利益 26年３月期 △79 百万円 （－％）   25年３月期 823 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

26年３月期 △122.55 － △16.0 4.8 2.5 

25年３月期 24.92 － 3.4 2.0 0.6 
 
（参考）持分法投資損益 26年３月期 － 百万円   25年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年３月期 30,740 6,859 22.1 754.36 

25年３月期 26,944 7,054 26.0 776.80 
 
（参考）自己資本 26年３月期 6,800 百万円   25年３月期 7,005 百万円 

 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

26年３月期 1,687 △2,656 △43 2,529 

25年３月期 △209 △1,950 1,899 3,365 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
25年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
26年３月期 － 0.00 － 3.00 3.00 27 － 0.4 
27年３月期（予想） － 3.00 － 5.00 8.00   7.6   
 
 
３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 25,000 2.5 700 37.8 600 14.7 280 － 31.05 

通期 52,000 1.9 1,900 47.6 1,750 26.3 950 － 105.36 

 
 



※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    

（注）詳細は、添付資料15ページ「３．連結財務諸表（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期 9,149,400 株 25年３月期 9,149,400 株 

②  期末自己株式数 26年３月期 134,122 株 25年３月期 131,500 株 

③  期中平均株式数 26年３月期 9,016,648 株 25年３月期 9,019,331 株 

 
 
（参考）個別業績の概要 

１．平成26年３月期の個別業績（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期 26,874 8.4 97 － 722 50.2 △1,386 － 

25年３月期 24,790 △5.6 3 △99.3 480 21.9 324 190.8 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

26年３月期 △153.78 － 

25年３月期 35.94 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年３月期 24,046 6,776 28.2 751.67 

25年３月期 23,256 8,050 34.6 892.69 
 
（参考）自己資本 26年３月期 6,776 百万円   25年３月期 8,050 百万円 
 
 

※  監査手続の実施状況に関する表示 

 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続きが

実施中です。 

 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。業績予想の前提となる仮定及び利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析（次期の見通し）」をご覧ください。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

当連結会計年度（平成25年４月１日～平成26年３月31日）における我が国経済は、景気刺激策による景気回復が

持続するとともに、円高是正や株価上昇が進み、輸出企業中心に企業の収益改善が鮮明になってきました。海外に

おきましても、欧州債務問題、中東情勢等の不安要因は残るものの、米国及び新興国は緩やかな成長が継続してお

ります。

経済の回復、新興国の雇用環境の改善により緩やかな回復が続いており、このような状況の下、当社グループ

は、成長が見込まれる海外市場及び新製品市場に対する経営資源を重点的に配分するとともに、昨年導入したＥＲ

Ｐシステムを活用した生産活動の効率化に注力いたしました。

当連結会計年度の売上高は、海外市場での売上拡大、円安継続による増収効果等により510億27百万円（前期比

24.2％増）と史上最高を更新しました。営業利益は量産効果等により12億87百万円（前期比412.6％増）となりま

した。経常利益は為替差益の発生等により13億86百万円（前期比161.7％増）、当期純損失は独禁法関連損失を計

上したことにより11億5百万円（前期は当期純利益2億24百万円）となりました。

・連結 売上高 510億27百万円（ 24.2%増） ・単体 売上高 268億74百万円（  8.4%増）

  営業利益 12億87百万円（412.6%増）   営業利益 97百万円 

  経常利益 13億86百万円（161.7%増）   経常利益 7億22百万円（ 50.2%増）

  当期純損失 11億5百万円    当期純損失 13億86百万円 

事業の種類別のセグメントの概況

［自動車機器事業］

自動車機器事業における国内市場は、自動車生産台数が増加したことから、売上高は137億73百万円（前期比

4.9％増）となりました。北米は、北米自動車市場の好調持続、円安による増収効果から、売上高は131億23百万円

（前期比26.3％増）と大きく伸長いたしました。欧州につきましては、新規顧客向け点火コイルが本格的に立ち上

がったことから、売上高は28億92百万円（前期比55.0％増）となりました。アジアにつきましては、中国における

新規点火コイルの立ち上がり、タイ向け輸出等により売上高は67億77百万円（前期比93.5％増）と大きく伸長いた

しました。

この結果、当連結会計年度における売上高は365億67百万円（前期比26.6％増）と大きく伸長いたしました。セ

グメント利益は、高水準の研究開発費、タイの新工場本格稼働に伴う費用発生等を、海外拠点を中心とした量産効

果により吸収し、19億40百万円（前期比97.8％増）となりました。

［電子機器事業］

電子機器事業は、顧客の海外生産シフトによる影響がありましたが、パワーコンディショナー等の太陽光発電関

連製品の市場投入、海外市場での販売増等により、売上高は、144億60百万円（前年同期比18.5％増）となりまし

た。セグメント利益は、量産効果により8億20百万円（前年同期比32.1％増）となりました。

次期の見通し

次期の見通しにつきましては、日本においては消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減、消費マインドの

停滞懸念が残るものの、アジア、米国中心に世界全体では緩やかな景気回復による安定的成長が期待されます。 

このような状況のもと、当社グループにおきましては、省燃費・省電力をキーワードとした省エネ新製品の開発

に注力し、当社のグローバルネットワークを活用して、全世界でビジネスの拡大を計ります。 

以上により、通期の業績については、売上高520億円、営業利益は19億円、経常利益は17億50百万円、当期純利

益は9億50百万円を見込んでおります。

なお、業績見通しは、１米国ドル ＝ 102円、１ユーロ ＝ 139円を前提として策定しております。
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(2）財政状態に関する分析

（連結財政状態）

総資産は307億40百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億96百万円増加しました。主な増加は、受取手形及

び売掛金12億17百万円、棚卸資産10億89百万円、機械装置及び運搬具8億5百万円であり、主な減少は、現金及び預

金8億35百万円によるものであります。

負債は前連結会計年度に比べ39億91百万円増加し、238億81百万円となりました。主な増加は、電子記録債務7億

73百万円、未払金8億85百万円、長期未払金11億96百万円などであります。

純資産は前連結会計年度に比べ1億95百万円減少し、68億59百万円となりました。主な増加は、為替換算調整勘

定9億1百万円、主な減少は、利益剰余金11億5百万円、退職給付に係る調整累計額1億13百万円であります。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の26.0％から22.1％となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ8億36百万円

減少し25億29百万円となりました。

当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、16億87百万円となりました。主な増加は、減価償却費19億11百万円、仕入債務

の増加額8億32百万円、主な減少は、税金等調整前当期純損失7億3百万円、売掛債権の増加額10億24百万円、棚卸

資産の増加額7億27百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は、26億56百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出23億

28百万円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は、43百万円となりました。主な増加は、長期借入金による調達22億64百万円、主

な減少は、短期借入金の減少額8億47百万円、長期借入金の返済による支出14億65百万円などによるものです。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への還元を最重要課題の一つと位置付け、長期的視点に立って企業体質の一層の強化のために

必要な内部留保を確保しつつ、配当の安定化と向上を図ることを基本方針としております。平成26年３月の期末配当

金につきましては、当連結会計年度の業績の結果、今後の業績先行き動向、当社の財務状況を総合的に勘案しました

結果、１株当たり３円の配当を実施させていただく予定です。

 

２．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

当社グループは、開発・生産・販売のすべての過程で品質の作り込みを行い、顧客の満足と信頼を得られる商品を

提供するＴＱＭ（トータル・クオリティー・マネージメント）に立脚して、社会に価値ある商品を提供し続けること

を、経営の基本理念としております。すでに認証を取得しているISO9001及びTS16949に加え、ISO14001に基づき、高

いレベルでの継続的改善活動を通じて、企業価値を高めてまいります。

(2）目標とする経営指標

当社グループは、収益力の維持・向上させることが重要であると考えており、社員一人当たり付加価値生産性を高

め、中長期的に売上高営業利益率７％を目指して企業運営を推進いたします。

(3）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題

当社グループは、お客様からの信頼を第一に考え、品質完璧に徹し、グローバルに広がるそれぞれの地域で、生命

の営みを大切にする理念と一体化した「先進エレクトロニクス技術を駆使して、もっといい車づくり、豊かな住まい

づくりに貢献するグローバルシステムサプライヤー」を目指した事業活動を展開してまいります。

中長期的には、当社の主力事業は、グローバル化・ボーダレス化・エコ化に向けた技術革新の急速な進展、アジア

等の新興国市場の内需による成長等の市場環境が大きく変化しており、これらに対応するため下記の事項を重点方針

として取り組んでまいります。
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① 収益構造の見直し

生産数量が大きく変動する経済環境下であっても利益が確保できる体制を構築するため、固定費削減等一段の合

理化、生産設備の内製化・新工法開発等の各種改善活動の強化、在庫削減等による生産活動全体の最適化及び業務

の効率化等を通じて収益力の強化を推進してまいります。

② グローバル対応力の強化

自動車メーカーのグローバル化は予想以上の進展を見せている中、中長期的にはアジアの新興国はコンパクトカ

ーを中心としたモータリゼーション時代を迎えて引き続いて内需主導の成長が期待されます。このため、現地生産

能力の拡充、材料・部品の現地調達率の引上げをはかるとともに、グローバルでの生産の相互補完による収益確保

を推進してまいります。

また、電子機器事業につきましても、アジアを中心とした新興国市場の成長を睨んで、インバータ技術を核とし

て海外拠点を活用したビジネス展開を進めてまいります。

③ 省エネ技術の新製品の開発

自動車機器事業では「省燃費」、ホームエレクトロニクス関連の電子機器事業においては「省電力」をキーワー

ドにエンジン制御の高度化、ＨＶを含む自動車の各種制御に関する研究開発を進めるとともに、今後成長が見込ま

れるＨＥＭＳ市場を意識した住設向けパワーコンディショナー等の新製品の開発を積極的に推進してまいります。

④ コンプライアンス体制の強化

当社グループは、平成25年７月、米国司法省との間で、当社顧客への一部自動車部品（点火コイル）の販売に関

して米国独占禁止法に違反したとして、米国司法省との間で、罰金19百万米ドルを支払うこと等を内容とする司法

取引契約を締結いたしました。当社は本件を厳粛に受け止め、ガバナンス体制の見直し、コンプライアンス研修の

強化、マニュアルの充実、内部監査の強化等の諸施策を鋭意検討整備し、法令遵守の実現と社会的信用の回復に努

めてまいります。 
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３．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,395,753 2,560,705 

受取手形及び売掛金 ※１,※５,※６ 6,699,192 ※１,※５ 7,916,486 

電子記録債権 ※５ - ※５ 298,251 

商品及び製品 1,170,784 1,649,580 

仕掛品 383,782 509,594 

原材料及び貯蔵品 1,915,210 2,399,652 

繰延税金資産 239,307 295,159 

未収還付法人税等 32,009 - 

その他 909,738 1,199,876 

貸倒引当金 △16,391 △15,221 

流動資産合計 14,729,387 16,814,085 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 8,058,373 8,520,160 

減価償却累計額 ※２ △5,402,478 ※２ △5,769,992 

建物及び構築物（純額） ※１,※３ 2,655,894 ※１,※３ 2,750,168 

機械装置及び運搬具 17,953,587 19,537,421 

減価償却累計額 ※２ △13,689,361 ※２ △14,468,083 

機械装置及び運搬具（純額） ※１,※３ 4,264,226 ※１,※３ 5,069,338 

土地 ※１ 2,291,613 ※１ 2,290,309 

建設仮勘定 539,401 703,931 

その他 6,054,066 6,613,218 

減価償却累計額 ※２ △5,479,358 ※２ △5,849,685 

その他（純額） ※３ 574,708 ※３ 763,533 

有形固定資産合計 10,325,844 11,577,280 

無形固定資産 372,022 366,951 

投資その他の資産    

投資有価証券 972,149 1,192,373 

関係会社株式 - 358,240 

長期貸付金 10,846 11,207 

繰延税金資産 316,615 211,790 

その他 219,681 210,648 

貸倒引当金 △2,250 △2,250 

投資その他の資産合計 1,517,042 1,982,009 

固定資産合計 12,214,909 13,926,241 

資産合計 26,944,297 30,740,327 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 ※６ 7,569,703 7,919,184 

電子記録債務 - 773,307 

短期借入金 ※１,※４ 4,139,256 ※１,※４ 3,371,121 

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 1,413,278 ※１,※４ 1,366,861 

未払金 1,981,819 2,867,425 

未払法人税等 50,506 136,242 

賞与引当金 276,339 613,758 

役員退職慰労引当金 - 134,340 

その他 431,956 606,923 

流動負債合計 15,862,860 17,789,165 

固定負債    

長期借入金 ※１ 2,130,072 ※１,※４ 3,062,265 

長期未払金 585,999 1,782,618 

退職給付引当金 779,770 - 

役員退職慰労引当金 235,105 - 

退職給付に係る負債 - 954,939 

その他 295,905 292,199 

固定負債合計 4,026,852 6,092,023 

負債合計 19,889,712 23,881,188 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,190,000 2,190,000 

資本剰余金 3,882,941 3,882,941 

利益剰余金 1,537,236 432,202 

自己株式 △61,220 △62,262 

株主資本合計 7,548,957 6,442,881 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 259,130 376,174 

繰延ヘッジ損益 1,619 △1,523 

為替換算調整勘定 △804,617 96,692 

退職給付に係る調整累計額 - △113,437 

その他の包括利益累計額合計 △543,867 357,905 

少数株主持分 49,495 58,351 

純資産合計 7,054,585 6,859,138 

負債純資産合計 26,944,297 30,740,327 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 41,096,111 51,027,351 

売上原価 ※１ 34,074,498 ※１ 41,711,614 

売上総利益 7,021,612 9,315,736 

販売費及び一般管理費 ※２,※３ 6,770,528 ※２,※３ 8,028,708 

営業利益 251,084 1,287,028 

営業外収益    

受取利息 5,960 6,145 

受取配当金 18,458 21,406 

為替差益 318,597 218,203 

受取補償金 46,318 - 

補助金収入 12,451 20,228 

作業くず売却益 16,080 21,245 

その他 41,320 38,740 

営業外収益合計 459,187 325,970 

営業外費用    

支払利息 105,007 127,513 

手形売却損 1,007 2,159 

支払手数料 36,831 62,605 

その他 37,402 33,767 

営業外費用合計 180,248 226,046 

経常利益 530,023 1,386,952 

特別利益    

固定資産売却益 ※４ 5,478 ※４ 25,119 

特別利益合計 5,478 25,119 

特別損失    

固定資産売却損 ※５ 98 ※５ 6,173 

固定資産除却損 ※６ 1,391 ※６ 12,420 

減損損失 - ※７ 10,343 

独禁法関連損失 - ※８ 2,086,913 

特別損失合計 1,490 2,115,850 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
534,011 △703,778 

法人税、住民税及び事業税 149,352 337,559 

法人税等調整額 148,562 53,740 

法人税等合計 297,915 391,299 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△） 
236,096 △1,095,077 

少数株主利益 11,332 9,956 

当期純利益又は当期純損失（△） 224,763 △1,105,033 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△） 
236,096 △1,095,077 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 75,515 117,044 

繰延ヘッジ損益 7,515 △3,143 

為替換算調整勘定 504,006 901,310 

その他の包括利益合計 587,037 1,015,211 

包括利益 823,134 △79,866 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 811,801 △89,822 

少数株主に係る包括利益 11,332 9,956 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,190,000 3,882,941 1,360,927 △60,565 7,373,302 

当期変動額           

剰余金の配当     △45,099   △45,099 

当期純利益又は当期純損失
（△）     224,763   224,763 

連結範囲の変動     △3,354   △3,354 

自己株式の取得       △654 △654 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - - 176,309 △654 175,654 

当期末残高 2,190,000 3,882,941 1,537,236 △61,220 7,548,957 

 

               

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ
損益 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 183,614 △5,895 △1,308,624 - △1,130,905 39,407 6,281,804 

当期変動額               

剰余金の配当             △45,099 

当期純利益又は当期純損失
（△）             224,763 

連結範囲の変動             △3,354 

自己株式の取得             △654 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

75,515 7,515 504,006 - 587,037 10,088 597,126 

当期変動額合計 75,515 7,515 504,006 - 587,037 10,088 772,780 

当期末残高 259,130 1,619 △804,617 - △543,867 49,495 7,054,585 
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当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,190,000 3,882,941 1,537,236 △61,220 7,548,957 

当期変動額           

剰余金の配当           

当期純利益又は当期純損失
（△）     △1,105,033   △1,105,033 

連結範囲の変動           

自己株式の取得       △1,042 △1,042 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - - △1,105,033 △1,042 △1,106,075 

当期末残高 2,190,000 3,882,941 432,202 △62,262 6,442,881 

 

               

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ
損益 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 259,130 1,619 △804,617 - △543,867 49,495 7,054,585 

当期変動額               

剰余金の配当               

当期純利益又は当期純損失
（△）             △1,105,033 

連結範囲の変動               

自己株式の取得             △1,042 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

117,044 △3,143 901,310 △113,437 901,773 8,856 910,629 

当期変動額合計 117,044 △3,143 901,310 △113,437 901,773 8,856 △195,446 

当期末残高 376,174 △1,523 96,692 △113,437 357,905 58,351 6,859,138 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
534,011 △703,778 

減価償却費 1,707,505 1,911,077 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,829 △1,878 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △36,300 △779,943 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5,920 △100,765 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 778,684 

受取利息及び受取配当金 △24,419 △27,551 

支払利息 105,007 127,513 

為替差損益（△は益） △322,916 △258,012 

固定資産除却損 1,391 12,420 

有形固定資産売却損益（△は益） △5,379 △18,946 

減損損失 - 10,343 

売上債権の増減額（△は増加） 423,753 △1,024,620 

たな卸資産の増減額（△は増加） △678,324 △727,411 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,050,765 832,740 

賞与引当金の増減額（△は減少） △350,064 336,496 

未払金の増減額（△は減少） △74,463 629,192 

長期未払金の増減額（△は減少） - 1,168,564 

その他 8,806 △110,658 

小計 235,750 2,053,467 

利息及び配当金の受取額 24,419 27,551 

利息の支払額 △105,346 △129,653 

法人税等の還付額 － 32,009 

法人税等の支払額 △364,035 △295,560 

営業活動によるキャッシュ・フロー △209,212 1,687,814 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △900 △1,100 

定期預金の払戻による収入 40,392 - 

有形固定資産の取得による支出 △1,788,127 △2,328,848 

有形固定資産の売却による収入 23,567 97,654 

無形固定資産の取得による支出 △174,232 △100,004 

関係会社株式の取得による支出 － △358,240 

投資有価証券の取得による支出 △15,596 △38,506 

その他 △35,822 72,853 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,950,719 △2,656,192 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,416,176 △847,845 

長期借入れによる収入 963,235 2,264,000 

長期借入金の返済による支出 △1,412,622 △1,465,178 

長期未払金の返済による支出 △93,671 △133,508 

配当金の支払額 △45,099 - 

少数株主への払戻による支出 △144 - 

少数株主への配当金の支払額 △1,100 △1,100 

セール・アンド・リースバックによる収入 109,858 203,832 

その他 △37,485 △63,647 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,899,147 △43,447 

現金及び現金同等物に係る換算差額 117,915 175,676 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △142,869 △836,148 

現金及び現金同等物の期首残高 3,489,731 3,365,750 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
18,888 - 

現金及び現金同等物の期末残高 3,365,750 2,529,602 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1）連結子会社の数 8社

新潟ダイヤモンド電子株式会社

Diamond Electric Mfg. Corporation（米国）

Diamond Electric Hungary Kft.（ハンガリー）

金剛石電機（蘇州）有限公司（中華人民共和国）

DE Diamond Electric India Private Limited（インド）

金剛石電機国際貿易（蘇州）有限公司（中華人民共和国）

Diamond Electric (Thailand) Co.,Ltd.（タイ）

Diamond Electric Korea Co.,Ltd.（韓国）

(2）主要な非連結子会社の名称等

PT.Diamond Electric Indonesia（インドネシア）

PT.Diamond Electric Mfg Indonesia（インドネシア）

（連結の範囲から除いた理由）

非連結子会社は、小規模であり、純資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見

合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２．持分法の適用に関する事項

持分法を適用していない非連結子会社（PT.Diamond Electric Indonesia（インドネシア）及びPT.Diamond 

Electric Mfg Indonesia（インドネシア））は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）

等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がない

ため持分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、Diamond Electric Mfg. Corporation（米国）の事業年度末日は２月末日、Diamond Electric  

Hungary Kft.（ハンガリー）、金剛石電機（蘇州）有限公司（中華人民共和国）及び金剛石電機国際貿易（蘇州）

有限公司（中華人民共和国）の事業年度末日は12月末日であり、連結会計年度末日とは異なっておりますが、連結

会計年度末日との差異が３ヶ月を超えないため、各社の事業年度末日現在の財務諸表を使用しております。ただ

し、連結会計年度末日との間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

４．会計処理基準に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

Ⅰ．時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定）

Ⅱ．時価のないもの

移動平均法による原価法

② デリバティブ

時価法によっております。

③ たな卸資産

当社及び国内連結子会社は主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）、また、在外連結子会社は主として移動平均法による低価法によっております。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）は定額

法）、在外連結子会社は定額法によっております。なお、主な耐用年数は次のとおりです。

建物及び構築物   5年～47年

機械装置及び運搬具 3年～12年

その他       2年～10年
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② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

③ リース資産

当社及び国内連結子会社は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース取

引については、通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理によっております。

Diamond Electric Mfg.Corporation（米国）及びDiamond Electric (Thailand) Co.,Ltd.（タイ）はファイ

ナンス・リース取引については売買取引として取扱っております。

(3）重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個

別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員の賞与の支給に充てるため、当連結会計年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

③ 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えて、当社は役員退職慰労金規定に基づく期末要支給額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

期間定額基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定

額法により費用処理しております。

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

(5）重要な外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社の資産及び負債は在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は

在外子会社の会計期間に基づく期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘

定に含めております。

(6）重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段・・・為替予約

ヘッジ対象・・・製品輸出による外貨建売上債権、原材料輸入による外貨建買入債務及び外貨建予定取引

③ ヘッジ方針

「為替リスク管理規定」及び「為替リスク管理規定運用ガイドライン」に基づき、為替相場の変動リスクを回

避するため、実需の範囲内で為替予約取引を行っております。

④ ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象とヘッジ手段に関する重要な条件が同一であり、かつ、ヘッジ期間を通じて相場変動を相殺するも

のと想定できるため、ヘッジの有効性の評価を省略しております。

(7）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(8）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税の会計処理

税抜方式によっております。
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（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項

本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する

方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計

年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しております。

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が954,939千円計上されるとともに、その他の包括利益

累計額が113,437千円減少しております。

なお、１株当たり純資産額は12.58円減少しております。

 

（表示方法の変更）

（連結キャッシュ・フロー計算書）

前連結会計年度において「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「未払金の増減額」

は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させ

るため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の

「その他」に表示していた△65,657千円は、「未払金の増減額」△74,463千円、「その他」8,806千円として組替え

ております。

 

（連結貸借対照表関係）

※１ 担保資産及び担保に対応する債務

担保に提供している有形固定資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

建物及び構築物 1,155,612千円 991,226千円

機械装置及び運搬具 1,071,206 925,874

土地 1,861,664 1,849,264

計 4,088,482 3,766,365

 
上記有形固定資産のうち工場財団抵当に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

建物及び構築物 521,042千円 474,403千円

機械装置及び運搬具 1,071,206 925,874

土地 488,423 488,423

計 2,080,672 1,888,700

 
担保に提供している有形固定資産以外の資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

受取手形及び売掛金 1,528,137千円 1,681,457千円

 

担保資産に対応する債務は、次のとおりであります。

  前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当連結会計年度
（平成26年３月31日）

短期借入金 935,844千円 808,600千円

長期借入金

（１年以内返済予定長期借入金を含む）
2,092,773 1,510,010

計 3,028,618 2,318,610

 

※２ 減価償却累計額には減損損失累計額が含まれております。
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※３ 補助金収入による圧縮記帳

国庫補助金等による圧縮記帳累計額は、次のとおりであります。

  前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当連結会計年度
（平成26年３月31日）

建物及び構築物 21,139千円 21,139千円

機械装置及び運搬具 83,202 83,202

その他 1,003 1,003

 

※４ 財務制限条項 

(1）取引銀行４行とシンジケーション方式による短期コミットメントライン契約を締結しておりますが、当該契約

には以下の財務制限条項が付されており、これに抵触した場合、借入先の要求に基づき、借入金を一括返済する

ことがあります。

① 各事業年度末日及び第２四半期会計（累計）期間の末日における連結及び単体の損益計算書に記載される営業

損益を損失としないこと。

② 各事業年度末日における連結及び単体の損益計算書に記載される経常損益を損失としないこと。

③ 各事業年度末日及び第２四半期会計期間の末日における連結及び単体の貸借対照表に記載される純資産の部の

合計金額を、平成25年３月期末日における連結及び単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％

に相当する金額、又は直前の各事業年度末日及び第２四半期会計期間の末日における連結及び単体の貸借対照表

に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか高い方の金額以上に維持すること。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

コミットメントラインの総額 3,000,000千円 3,000,000千円

借入実行残高 1,230,000 870,000

差引額 1,770,000 2,130,000

 

(2）取引金融機関とコミット型シンジケートローン契約を締結しておりますが、当該契約には以下の財務制限条項

が付されており、これに抵触した場合、借入先の要求に基づき、借入金を一括返済することがあります。

① 各事業年度末日における連結及び単体の損益計算書に記載される営業損益を損失としないこと。

② 各事業年度末日における連結及び単体の損益計算書に記載される経常損益を損失としないこと。

③ 各事業年度末日における連結及び単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、直近の事業年度末

日における連結及び単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額以上に維持する

こと。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

シンジケートローンの総額 －千円 1,800,000千円

借入実行残高 － 1,764,000

差引額 － 36,000

 

(3）取引金融機関と実行可能期間付タームローン契約を締結しておりますが、当該契約には以下の財務制限条項が

付されており、これに抵触した場合、第２四半期会計（累計）期間の末日においては個別借入及び本借入の利率

が変更になり、また、事業年度末日においては借入金を一括返済することがあります。

① 各事業年度末日及び第２四半期会計（累計）期間の末日における連結及び単体の損益計算書に記載される営業

損益を損失としないこと。

② 各事業年度末日及び第２四半期会計（累計）期間の末日における連結及び単体の損益計算書に記載される経常

損益を損失としないこと。

③ 各事業年度末日における連結及び単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を前年度決算期の末日

における純資産の部の合計金額の75％以上に維持すること。

  前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当連結会計年度
（平成26年３月31日）

タームローンの総額 －千円 500,000千円

借入実行残高 － 500,000

差引額 － -
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※５ 債権流動化による譲渡残高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

受取手形及び売掛金 724,231千円 755,941千円

電子記録債権 412,470 488,870

 

※６ 連結会計年度末日満期手形 

連結会計年度末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理しております。なお、前連

結会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末残高に含まれ

ております。

  前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当連結会計年度
（平成26年３月31日）

受取手形 40,068千円 －千円

支払手形 464,554 －

 

７ 訴訟事項等

前連結会計年度（平成25年３月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（平成26年３月31日）

平成25年７月に米国司法省と締結した司法取引に関連して、当社及び当社の米国子会社に対して複数の集団訴訟

が提起されています。なお、訴状には、請求金額の記載はありませんが、当該訴訟の結果として、当社の経営成

績等へ影響を及ぼす可能性があります。

 

（連結損益計算書関係）

※１ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれており

ます。

 
 前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

 当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

  12,761千円 22,731千円 

 
※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

 当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

輸出諸掛・販売手数料・輸送費 716,107千円 784,521千円 

給与及び手当 1,319,260 1,435,732 

賞与及び賞与引当金繰入額 131,916 304,916 

役員退職慰労引当金繰入額 14,645 85,015 

支払手数料 1,050,014 935,142 

研究開発費 2,057,897 2,521,403 

 

※３ 販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費の総額

 
 前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

 当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

研究開発費 2,057,897千円 2,521,403千円 

 

※４ 固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

機械装置及び運搬具 5,272千円 1,754千円

その他 206 23,365

計 5,478 25,119
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※５ 固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

機械装置及び運搬具 98千円 1,009千円

その他 － 5,163

計 98 6,173

 

※６ 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

建物及び構築物 169千円 1,414千円

機械装置及び運搬具 748 9,540

その他 473 1,465

計 1,391 12,420

 

※７ 減損損失

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 金額

（当社）

鳥取県鳥取市
自動車機器生産設備

機械装置及び運搬具 5,363千円

建設仮勘定 4,979

合計     10,343

（資産グルーピングの方法）

当社は、事業用資産については管理会計において資産と対応し、継続的に収支把握のなされている単位をグルーピ

ングの基礎として、遊休資産については個々の物件ごとにグルーピングを行っております。なお、連結子会社につい

ては会計単位を基礎としてグルーピングを行っております。

（回収可能性の算定方法）

上記の自動車機器生産設備は、当面の間使用見込が乏しいため、帳簿価額を減損損失として計上しております。な

お、回収可能価額の算定にあたっては、使用価値を零として減損損失を測定しております。

 

※８ 独禁法関連損失の内容は、当社顧客への一部自動車部品（点火コイル）の販売に関して米国独占禁止法に違反し

たことによるものであり、その内容は次の通りです。

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

罰金 －千円 1,887,840千円

弁護士費用及び米国司法省調査義務履行費用 － 199,073
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、「自動車機器事業」、「電子機器事業」の２つの事業を基本に組織が構成されており、各事業本部は、国

内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、「自動車機器事業」、「電子機器事業」の２つを報告セグメントとしております。

「自動車機器事業」は、ガソリンエンジン用点火コイル、ミッションスイッチ、回転センサー、車載用制御基板等

を製造・販売しております。

「電子機器事業」は、ファンヒーター用、エアコン用、給湯器用等の電子制御機器、電子着火装置及びパワーコン

ディショナー等を製造・販売しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 調整額 

（注１、２、３） 

連結財務諸表 

計上額   自動車機器事業 電子機器事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 28,892,460 12,203,650 41,096,111 - 41,096,111 

セグメント間の内部売

上高及び振替高 
- - - - - 

計 28,892,460 12,203,650 41,096,111 - 41,096,111 

セグメント利益 980,881 621,076 1,601,958 (1,350,874) 251,084 

セグメント資産 16,252,768 6,620,980 22,873,749 4,070,548 26,944,297 

その他の項目          

減価償却費 1,354,322 256,163 1,610,486 97,019 1,707,505 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
1,643,947 138,794 1,782,742 130,082 1,912,824 

（注）１．セグメント利益調整額1,350,874千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用1,350,874千円で

あります。なお、全社費用は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント資産調整額4,070,548千円の主なものは、当社での余資運用資産（現金及び有価証券）及び

管理部門に係る資産等であります。

３．減価償却費調整額97,019千円、有形固定資産及び無形固定資産の増加額調整額130,082千円の主なもの

は、いずれも管理部門に係る資産等であります。

４．減価償却費並びに有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用と同費用に係る償却費が

含まれております。

５．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 調整額 

（注１、２、３） 

連結財務諸表 

計上額   自動車機器事業 電子機器事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 36,567,107 14,460,243 51,027,351 - 51,027,351 

セグメント間の内部売

上高及び振替高 
- - - - - 

計 36,567,107 14,460,243 51,027,351 - 51,027,351 

セグメント利益 1,940,645 820,465 2,761,110 (1,474,082) 1,287,028 

セグメント資産 20,629,519 7,107,110 27,736,630 3,003,696 30,740,327 

その他の項目          

減価償却費 1,525,964 276,576 1,802,541 108,535 1,911,077 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
2,278,424 187,229 2,465,653 170,177 2,635,831 

（注）１．セグメント利益調整額1,474,082千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用1,474,082千円で

あります。なお、全社費用は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント資産調整額3,003,696千円の主なものは、当社での余資運用資産（現金及び有価証券）及び

管理部門に係る資産等であります。

３．減価償却費調整額108,535千円、有形固定資産及び無形固定資産の増加額調整額170,177千円の主なもの

は、いずれも管理部門に係る資産等であります。

４．減価償却費並びに有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用と同費用に係る償却費が

含まれております。

５．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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【関連情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

報告セグメントと同一区分のため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：千円）

日本 北米 欧州 アジア 合計

23,457,739 10,391,443 3,037,766 4,209,162 41,096,111

（注）地域は、地理的近接度により区分しております。

(2）有形固定資産

（単位：千円）

日本 北米 欧州 アジア 合計

5,529,257 1,710,095 529,056 2,557,434 10,325,844

（注）地域は、地理的近接度により区分しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント

Ford Motor Company 6,183,696 自動車機器事業

スズキ株式会社 4,541,371 自動車機器事業

ダイキン工業株式会社 4,519,110 電子機器事業

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

報告セグメントと同一区分のため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：千円）

日本 北米 欧州 アジア 合計

24,862,532 13,124,081 4,248,355 8,792,381 51,027,351

（注）地域は、地理的近接度により区分しております。

(2）有形固定資産

（単位：千円）

日本 北米 欧州 アジア 合計

5,194,628 1,989,591 601,591 3,791,469 11,577,280

（注）地域は、地理的近接度により区分しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント

Ford Motor Company 8,005,203 自動車機器事業

ダイキン工業株式会社 5,522,762 電子機器事業

スズキ株式会社 5,078,785 自動車機器事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

（単位：千円）

  自動車機器事業 電子機器事業 合計

 減損損失 10,343千円 － 10,343千円

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

項目
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

１株当たり純資産額 776円80銭 754円36銭

１株当たり当期純利益金額又は１株当

たり当期純損失金額（△）
24円92銭 △122円55銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

金額又は潜在株式調整後１株当たり当

期純損失金額（△）

潜在株式調整後１株当たり当期純

利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純

利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 （注） １株当たり当期純利益金額及び１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり当期純利益金額又は１株当た

り当期純損失金額（△）
   

当期純利益金額又は当期純損失金額

（△）（千円）
224,763 △1,105,033

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額又は普

通株式に係る当期純損失金額（△）

（千円）

224,763 △1,105,033

普通株式の期中平均株式数（株） 9,019,331 9,016,648
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（重要な後発事象）

優先株式の発行について 

当社は、平成26年５月12日開催の取締役会において、優先株式の発行を決議いたしました。 

その内容は以下の通りです。なお、詳細については本日公表の「第三者割当増資による優先株式発行、定款の一

部変更並びに資本金の額及び資本準備金の額の減少について」をご覧ください。 

(1）増資方法 第三者割当増資による

(2）株式の種類 Ａ種優先株式

(3）発行価額の総額 1,500,000,000円

（内、資本金組入額） 750,000,000円

（内、資本準備金組入額） 750,000,000円

(4）割当先 ＵＤＳコーポレート・メザニン3号投資事業有限責任組合

(5）払込期日 平成26年７月31日

 

（開示の省略）

連結包括利益計算書関係、連結株主資本等変動計算書関係、連結キャッシュ・フロー計算書関係、リース取引、関連

当事者との取引、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプション等、資産除

去債務及び賃貸等不動産に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため

開示を省略しております。
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成25年３月31日) 
当事業年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,493,013 1,592,337 

受取手形 177,540 93,093 

売掛金 5,004,476 4,953,612 

電子記録債権 - 298,251 

商品及び製品 441,509 401,271 

仕掛品 128,551 240,287 

原材料及び貯蔵品 557,489 701,039 

前渡金 62,859 66,426 

前払費用 38,767 44,684 

繰延税金資産 210,189 266,100 

未収還付法人税等 32,009 - 

未収消費税等 66,019 - 

未収入金 497,020 840,736 

立替金 470,606 441,715 

1年内回収予定の長期貸付金 822,578 1,370,767 

その他 20,788 35,117 

貸倒引当金 △11,761 △15,108 

流動資産合計 11,011,657 11,330,333 

固定資産    

有形固定資産    

建物 3,586,319 3,621,491 

減価償却累計額 △2,687,084 △2,785,914 

建物（純額） 899,235 835,577 

構築物 119,731 120,232 

減価償却累計額 △105,426 △107,932 

構築物（純額） 14,304 12,299 

機械及び装置 8,513,287 8,415,072 

減価償却累計額 △7,239,568 △7,326,984 

機械及び装置（純額） 1,273,718 1,088,088 

車両運搬具 20,432 18,461 

減価償却累計額 △19,323 △17,738 

車両運搬具（純額） 1,109 722 

工具、器具及び備品 4,535,943 4,768,471 

減価償却累計額 △4,233,106 △4,426,376 

工具、器具及び備品（純額） 302,837 342,095 

土地 1,515,983 1,503,583 

建設仮勘定 136,207 155,173 

有形固定資産合計 4,143,395 3,937,539 

無形固定資産    

借地権 5,000 5,000 

ソフトウエア 321,891 279,639 

ソフトウエア仮勘定 30,257 61,408 

無形固定資産合計 357,148 346,047 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成25年３月31日) 
当事業年度 

(平成26年３月31日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 972,149 1,192,373 

関係会社株式 4,569,952 5,293,212 

出資金 15,690 15,690 

関係会社出資金 946,840 1,097,222 

従業員に対する長期貸付金 9,591 9,511 

関係会社長期貸付金 845,826 552,105 

長期前払費用 331 618 

繰延税金資産 242,645 125,591 

その他 143,757 148,104 

貸倒引当金 △2,250 △2,250 

投資その他の資産合計 7,744,535 8,432,179 

固定資産合計 12,245,079 12,715,767 

資産合計 23,256,737 24,046,100 

負債の部    

流動負債    

支払手形 587,763 548,217 

買掛金 4,574,625 4,903,843 

短期借入金 3,645,025 2,328,600 

1年内返済予定の長期借入金 1,167,413 1,223,469 

未払金 1,950,733 2,385,300 

未払費用 75,998 107,170 

未払法人税等 14,059 64,195 

未払消費税等 - 26,454 

預り金 59,852 82,367 

賞与引当金 204,755 524,372 

役員退職慰労引当金 - 134,340 

その他 11,724 27,662 

流動負債合計 12,291,950 12,355,995 

固定負債    

長期借入金 1,789,706 2,880,817 

長期未払金 310,001 1,466,980 

退職給付引当金 579,761 565,811 

役員退職慰労引当金 235,105 - 

固定負債合計 2,914,574 4,913,609 

負債合計 15,206,524 17,269,605 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成25年３月31日) 
当事業年度 

(平成26年３月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,190,000 2,190,000 

資本剰余金    

資本準備金 3,882,941 3,882,941 

資本剰余金合計 3,882,941 3,882,941 

利益剰余金    

利益準備金 141,000 141,000 

その他利益剰余金    

別途積立金 1,000,000 1,000,000 

繰越利益剰余金 636,741 △749,834 

利益剰余金合計 1,777,741 391,165 

自己株式 △61,220 △62,262 

株主資本合計 7,789,462 6,401,844 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 259,130 376,174 

繰延ヘッジ損益 1,619 △1,523 

評価・換算差額等合計 260,749 374,650 

純資産合計 8,050,212 6,776,495 

負債純資産合計 23,256,737 24,046,100 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 24,790,207 26,874,213 

売上原価    

製品期首たな卸高 406,408 441,509 

当期製品製造原価 17,194,806 17,700,087 

当期製品仕入高 2,814,741 3,430,056 

合計 20,415,956 21,571,653 

他勘定振替高 2,272 168 

製品期末たな卸高 441,509 401,271 

製品売上原価 19,972,174 21,170,212 

売上総利益 4,818,032 5,704,000 

販売費及び一般管理費 4,814,915 5,606,203 

営業利益 3,117 97,797 

営業外収益    

受取利息 18,895 28,484 

受取配当金 209,929 456,930 

為替差益 340,530 250,943 

作業くず売却益 11,826 14,404 

その他 25,143 32,540 

営業外収益合計 606,325 783,303 

営業外費用    

支払利息 70,985 72,630 

支払手数料 36,831 62,605 

租税公課 15,918 12,595 

その他 4,812 11,174 

営業外費用合計 128,547 159,006 

経常利益 480,895 722,094 

特別利益    

固定資産売却益 6,417 19,601 

特別利益合計 6,417 19,601 

特別損失    

固定資産売却損 98 - 

固定資産除却損 978 5,638 

減損損失 - 10,343 

独禁法関連損失 - 2,027,160 

特別損失合計 1,077 2,043,142 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 486,236 △1,301,445 

法人税、住民税及び事業税 25,382 86,828 

法人税等調整額 136,656 △1,697 

法人税等合計 162,038 85,130 

当期純利益又は当期純損失（△） 324,197 △1,386,576 
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【製造原価明細書】

   
前事業年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当事業年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

１．材料費   12,926,575 75.0 13,335,037 74.9

２．労務費   2,495,976 14.5 2,754,158 15.5

３．経費 ※２ 1,807,833 10.5 1,722,628 9.6

当期総製造費用   17,230,384 100.0 17,811,823 100.0

期首仕掛品たな卸高   92,973   128,551  

合計   17,323,358   17,940,375  

期末仕掛品たな卸高   128,551   240,287  

当期製品製造原価   17,194,806   17,700,087  

           

 （注）

項目
前事業年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当事業年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

 １．原価計算の方法 組別総合原価計算 組別総合原価計算

※２．経費の主な内容
 
減価償却費 559,731千円

外注加工費 543,792千円

電力費 186,179千円

修繕費 89,839千円

消耗品費 59,921千円

梱包費 99,320千円
 

 
減価償却費 510,229千円

外注加工費 505,524千円

電力費 178,333千円

修繕費 95,947千円

消耗品費 64,735千円

梱包費 111,779千円
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

            (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 資本剰余金合
計 

利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金合
計   別途積立金 繰越利益剰余

金 

当期首残高 2,190,000 3,882,941 3,882,941 141,000 1,000,000 357,644 1,498,644 

当期変動額               

剰余金の配当           △45,099 △45,099 

当期純利益又は当期純損失
（△）           324,197 324,197 

自己株式の取得               

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）               

当期変動額合計 - - - - - 279,097 279,097 

当期末残高 2,190,000 3,882,941 3,882,941 141,000 1,000,000 636,741 1,777,741 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 その他有価証

券評価差額金 
繰延ヘッジ損
益 

評価・換算差
額等合計 

当期首残高 △60,565 7,511,019 183,614 △5,895 177,718 7,688,738 

当期変動額             

剰余金の配当   △45,099       △45,099 

当期純利益又は当期純損失
（△）   324,197       324,197 

自己株式の取得 △654 △654       △654 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）     75,515 7,515 83,030 83,030 

当期変動額合計 △654 278,442 75,515 7,515 83,030 361,473 

当期末残高 △61,220 7,789,462 259,130 1,619 260,749 8,050,212 
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当事業年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

            (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 
資本剰余金合
計 

利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金合
計   別途積立金 

繰越利益剰余
金 

当期首残高 2,190,000 3,882,941 3,882,941 141,000 1,000,000 636,741 1,777,741 

当期変動額               

剰余金の配当               

当期純利益又は当期純損失
（△）           △1,386,576 △1,386,576 

自己株式の取得               

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）               

当期変動額合計 - - - - - △1,386,576 △1,386,576 

当期末残高 2,190,000 3,882,941 3,882,941 141,000 1,000,000 △749,834 391,165 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損
益 

評価・換算差
額等合計 

当期首残高 △61,220 7,789,462 259,130 1,619 260,749 8,050,212 

当期変動額             

剰余金の配当             

当期純利益又は当期純損失
（△）   △1,386,576       △1,386,576 

自己株式の取得 △1,042 △1,042       △1,042 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）     117,044 △3,143 113,901 113,901 

当期変動額合計 △1,042 △1,387,618 117,044 △3,143 113,901 △1,273,717 

当期末残高 △62,262 6,401,844 376,174 △1,523 374,650 6,776,495 
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

５．その他

(1）役員の異動

該当事項はありません。

(2）その他

該当事項はありません。
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